
 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産者のＪＡ桃部会が市長らに報告 

 

令和７年６月１７日 

日にち：２０２５年 7 月 1 日（火） 

① 9 時 30 分～ 豊田市役所南５３会議室       太田稔彦市長を訪問 

②10 時 15 分～ ＪＡあいち豊田本店５階特別会議室 石川尚人組合長を訪問 

訪問者：ＪＡあいち豊田桃部会 役員 

報道関係者各位 

ニュースリリース 

 

「とよたの桃」出荷ピーク 

お問い合わせ先： 

ＪＡあいち豊田 営農生活部  選果場  担当：大津、伊藤 

〒470-0373 豊田市四郷町森前南 26 番地 4 電話（0565）46-2225 

または、広報課 電話（0565）31-2361  E-mail k.koho@toyota.aichi-ja.or.jp 

取材日時 

▲出荷ピークの桃をもって表敬訪問します 

令和７年 ＪＡあいち豊田桃部会 

 
部 会 長：森 安孝（もり やすたか） 

栽培農家：５２戸（部会員） 

栽培面積：５７．６ヘクタール 

出荷予定：４１０トン 

（令和 6 年選果場出荷量４０６．４トン） 

※取材を希望される場合は、あらかじめご連絡をお願いします        

ＪＡあいち豊田桃部会の役員が７月 1 日、今年の桃の仕上がりや情勢、出荷状況を報告す

るために、豊田市の太田稔彦市長を表敬訪問します。 

豊田市猿投地区（舞木町、乙部町など）は、県下有数の桃の産地。７月上中旬には主力品種

の桃の収穫がピークを迎える予定です。今年は４月に入って気温が下がったことから開花が

平年より３日ほど遅く、生育もやや遅れていますが、病害虫の適期防除など、生産者の努力に

より豊作を見込んでいます。 

ＪＡ桃部会では、市民に桃の産地であることを知ってもらうため、地元小学校での栽培授

業や地元ショッピングモールと連携した売り出しなどさまざまなＰＲ活動を続けています。

また、エコファーマーや GAP（農作物の生産工程管理手法）に取り組み、消費者に対する安

全・安心のレベルを上げておいしい桃の生産に取り組んでいます。味・品質共に消費者に喜ば

れる桃の栽培を、生産者一同で取り組んでいます。 

また、この日は、豊田市役所のほかＪＡあい

ち豊田の石川組合長も訪問します。 


